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市

場

公営企業金融公庫の基本的な仕組み

貸付先

政府保証債（国内債、外債）、財投機
関債、縁故債

地
方
公
共
団
体
等

資金調達

公営企業債券（10年債中心）

<貸付対象事業>
・水道
・下水道
・交通
・病院
・介護サービス
・公営住宅
・地方道整備 等

公営競技

施行団体

（競馬、競輪、

ｵｰﾄﾚｰｽ、競艇）

公営企業健
全化基金等

公
営
企
業
金
融
公
庫

債券借換

損失引当金

公営競技納付金

貸 付

長期（最長28年）､低利

政府保証
○１８年度貸付計画

１．５兆円

○１６年度末貸付残高

２５．０兆円

16年度の貸付状況
新規貸付 15,339億
うち
利下げ貸付 15,139億

(98.7％)

利下げ
0.30～0.35％

債券発行により市場から資金調達し、地方公共団体等へ貸付

地方債計画に基づき、地方債の許可を受けた事業を対象に貸付を実施
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その他
5%

地方道
整備等
24%

病院2%

公営住宅3% 交通
7% 下水道

39%

水道
20%

その他
 4%
(305)

市町村
75%
(2,516)

都道府県
21%
(47)

貸付の状況

＜団体別＞

総額

２５０，２４０億円

総額

２５０，２４０億円

＜事業別＞

※平成１７年３月３１日現在。
※団体別の(  )は貸付団体数。
※団体別のその他の内訳：一部事務組合3％(264団体)・地方道路公社及び土地開発公社1％(41団体)

(2,868団体)

貸付先は都道府県・市町村等であり、住民生活に欠くことのできない水道、下水道、交通、病院、地方
道の整備等を対象としている。平成16年度末貸付残高の状況は下図のとおり。



－4－

地方債計画額の推移（資金別）
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(億円)

165,239

184,845
174,843

155,366

139,466

その他

民間資金

３７．２％

市場公募資金

２５．１％

公庫資金

１０．１％

政府資金

２７．６％

※当初計画ベース

164,998



－5－

債券発行による資金調達

(単位：億円、％)

・政府保証国内債 資金調達の大宗をなし、政府保証国内債市場では最大の発行残高

・政府保証外債 資金調達手段の多様化と資金調達コストの軽減を図るため、昭和５８年度から毎年発行

・財投機関債 財投改革の趣旨を踏まえ、資金調達手段の多様化を図るため、平成１３年度から発行

・縁 故 債 安定的な資金を確保するため、地方公務員共済組合連合会の全額引受により発行

＜債券発行額（額面）の推移＞

区　　分 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

構成比 （予算） （予算） 構成比

政府保証国内債 15,408 71.6 11,084 13,959 11,365 10,426 8,700 48.2
政 府 保 証 外 債 1,300 6.0 700 1,300 1,220 1,300 1,300 7.2
財  投  機  関  債 1,000 4.6 2,200 3,000 4,000 4,000 4,200 23.3
縁  　   故  　   債 3,800 17.7 2,400 4,820 4,080 3,960 3,850 21.3
合　　　           計 21,508 100.0 16,384 23,079 20,665 19,686 18,050 100.0

資金調達はすべて債券発行で行っており、財政融資資金からの借入は創設以来ゼロ


